
高 床の家
sti l t  hou se

福島加津也＋中谷礼仁
千年村プロジェクト

福島加津也＋冨永祥子建築設計事務所

千年村に住む
ポスト・カタストロフの世界を生きる家づくり

21 世紀は全球的課題を背負う時代である
今、どこに、どのようにして生きる（＝住まう）のか？

本住宅はこの命題に対して協働によって答えようとしたものである



溜めるスペース

段丘　山の裾野

→ 頑丈な大地

沖積層

→ 洪水があるが耕しやすい土地

イラスト提供：石川初

生きるスペース 作るスペース

作るスペースに近くて
頑丈な土地

千年前の日本で、人間は大地をどのようにデザインしたか？

私たちは、東日本大震災の後に、千年という長期的単位で生活や生産が持続する候補地を発見して訪問し、
これからの地域活動に貢献する研究組織（千年村プロジェクト）を運営している。

その調査の中で　作るスペースに近くて頑丈な土地　に住むことが、生活の持続性に大きく寄与していることがわかった。



いま、地方で何をすべきか？

本住宅は、北関東の古い集落に建つ。
その集落は、首都圏まで 1 時間半の立地にありながら、市街化調整区域という敷地条件が伝統的環境を温存させていた。

申請者の一人は、行政と村民との協力の上に新規生活者となった。



線路を境に風景が急に変わり都市から田園になる 駅前に広がる市街化調整区域

千年村に住む

都市を出るとある箇所を境にして急に農村風景がひろがることがある。それらは大体、市街化調整区域に属している。
都市化を促進する市街化区域に対して、インフラ支出を抑制するために市街化を抑制しているのだ。
本住宅は、市街化地域以外での設計活動の可能性とその意義について、現地から考えたものである。



木造は伝統的な建築技術 高床は土地に適応し防災性と快適性を実現 木造の高床は千年村の美しい景観に相応しい

日本中の工務店で施工可能

日本は世界有数の木材産出国

軽井沢の山荘　吉村順三　1962 年

東大寺正倉院　奈良県奈良市　756 年

敷地までの風景

最寄駅からの風景

木造の高床

木造は日本の伝統的な建築技術であり、日本中の工務店が施工できる。

低地であるのこの場所で高床式とすることにためらいはなかった。なぜ日本で高床式が根づかなかったのか、不思議である。
アジアの多くの地域の高床式住居では、床下は近所の人々の社交場となり、床上は家族固有の場所となる。



これまでの高床住居の 1 階は床上の従属的な空間

インドネシアの高床住居の 1 階は心地よい空間

中谷が調査で訪れたインドネシアスンバワ島の集落

三内丸山遺跡　青森県青森市　3000BC

心地よい 1 階の空間

サヴォア邸　ル・コルビジェ　1931 年

連続する高床の風景

スカイハウス　菊竹清訓　1958 年

心地よい 1 階の空間

日本の伝統から現代に至るまで、高床で 1 階が心地よい空間は思い当たらなかった。
その時、申請者の一人がかつて訪れたインドネシアの民家が重要な参照の源となった。

その民家は柱が外壁の内側にあるため、１階のピロティ空間に入りやすく、集落の公共空間として活用されていた。



断面の構成は周辺環境に率直に対応し、眺望を活かすために居住空間を 2 階にもち上げ、1 階はピロティ空間として開放される。
柱が外壁の内側にある木造の高床は技術的に難しいが、軸組の支点から斜材をずらす、というアイデアによって可能になった。

この架構を軸に、「千年村に生きる」ための場所としての住まいの平面や細部、さらには周囲との関係が周到に検討された。

人が通ることができる

小さな三角形で応力を拡散する

軸組の支点に斜材を合わせると

様々な問題が発生

NG① 人が通れない

NG② 軸組を補強しきれない

部材の集中を抑えて仕口をシンプルにできる

これまでにない斜材の架構

① 家をつくる

② 高床にする ⑤接合部の支点をずらす

③ ２階を跳ね出す ⑥２方向に跳ね出す

④ 斜材で補強する

NG① NG①

NG②

NG①

OK OKOK

OK

OK OK

OK

断面の考え方 これまでにない架構

軸組の幾何学から離れた斜材



形見の空間

生活と倉の空間

書斎から田園風景を眺める

近所付合いの空間

高床住宅はその床下が地続きになり、自然な社交的空間となる。しかし、床を持ち上げる隅柱は私有的空間を投影してしまう。
そこで、これまで積極的に用いられなかった斜材を大胆に用いて、隅柱を省略することに成功した。隅柱のない床下は全方位に開かれた。

斜材が貫通することで緊張感みなぎる床上の空間と、そこから連続する合理的な屋根架構まで、本住宅の空間には近代が失ったダイナミクスが生まれている。

床下と床上の空間の活性化
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９つのグリッドの性格 ９つのグリッドの幾何学 住宅の機能の配置

3×3＝9グリッド9.1m×9.1m

柱と斜材による九間分割

中央にある 4 本の柱に囲われた空間は、斜材を介することで
ほかの空間と視覚的につながりながら、感覚的には分けられているような複数の性質をもっている。

平面の考え方



主室

縁

西室 東室

寝室 風呂

納戸 ,  寝間 ,  倉

作業部屋３つ

広間＋縁側

納戸 台所

書斎から田園風景を眺める合理的な動線計画

広間

4 本の柱と 3×3＝9 グリッドの平面構成は、
均整を保ちながら生活の要求に応じて様々な使い方が可能である。

九間分割と「日本の民家」の間取りの統合



極薄の看板建築 外壁から飛び出した斜材の合理的な端部処理

屋根の形の検討には時間を要した。筋交がとても強いので、現在流通している屋根形状ではキッチュになってしまう。
思い切って、勾配を覆うようなまっすぐな一枚のパラベットをあてがえばよいのではないか。

そのような経緯でできあがった妻側の屋根端部の処理は、合理的ではあったが独特な形状に展開した。
筋交の強さをまぎらかすその姿は、これから周囲に流通していく原初の形状なのだ。

斜材の強さをまぎらかす



独立して現れる斜材に取り付けられた棚

本棚に埋め込まれる斜材

異物としての斜材

斜材は独立して空間に表われたり、外壁から飛び出したり、壁や家具に埋め込まれている。
それは架構と生活の間にあり、この家に溶け込むことのない異物として表現された。異物であるからこそ、空間に野生の力感をもたらしている。

慎重な位置と寸法の選択により、存在感を保ちながら生活の妨げになりすぎないように心がけた。

写真：小川重雄

写真：小川重雄



120mm 幅以下で製材

大径木材を使用する利点ふたつ

①構造　→　曲げ性能の向上 / 断面欠損率の低減

②林業　→　人工林の大径化した立木の有効活用

規格材は 120mm 幅まで

既製品サイズ表

240mm 角の無垢柱

木取りが自由に

人工乾燥技術の進化

大径材の製材可能

住宅における国産大径木材の合理的な使用

人工乾燥の技術が進んだことで大径木材の活用事例は公共建築を中心に着実に増えている。
一方、木材が多く使用されている住宅での活用事例はほとんどない。

本住宅はこの課題に対して、床を支えるという合理的意図を持って用いた先駆的な事例となった。



厚さ 30mm の鉄板を木材に象嵌する 斜材の端は金物によって合理的に基礎と緊結される

荷重を点ではなく面で受ける 柱と斜材はボルトによって連結される 鉄板を内外にまたがないように配置し熱の伝達を防ぐ

鉄板は ”小さな三角形” に配置される

鉄板配置図

一般に流通可能な新しい接合部

大きな荷重が生じる片持ちの架構の接合部として、木材に鉄板を象嵌する一般にも適用可能な新しい接合部が考案された。
柱には複数の斜材が取り合うため、スギの 240mm 角という大経木材を使用した。

大きな 4 本柱は、現代の生活にかつての民家のような強さをもたらし、大径木材を住宅に用いる試みでもある。



台風（令和元年度東日本台風）によって水没した
国産自動車から部品取りしたバッテリー

床チャンバー空調

霞ヶ浦からの心地よい風

太陽光パネル 4kW

照明
エアコン

バッテリー 17.4KWh（余剰電力を蓄電）

電柱

電線 東京電力（年数回使用）

分電盤 30A

発電から使用までの経路 DIY エコのような設備計画

通風の経路

カスタマイズ可能な自立型エネルギー設備

室内の快適な放射熱環境には、家庭用エアコンを転用したチャンバー空調を用いている。
電力は 4kW の太陽光発電システムから供給され、余剰電力は余剰電力は EV 国産自動車の中古蓄電池を 8 枚で並列に蓄電している。

様々なシステムの良所を即物的に組み合わせた、これまでにないブリコラージュの環境計画である。



家とは大地と共同体をつなぐかたちである

家は人間を護るという特別な機能をもつ。そこから建築を始めることを考えた。
その家の機能の根源を意識して、そのコンテクストを調整することによって、

未知の家とオルタナティブな社会が現れるはずである。



この１階の空間に訪れた人は、その心地よさからゆっくりと過ごす。
全方位に開かれた床下に腰掛けていると、地域の方が話しかけてくれる。

このような日常が流れる本住宅は、これからの日本に流通する居住形式の第一歩となるだろう。

腰掛けに座っていると地域の方との関わりが生まれる

身体スケールに合わせた 1 階の空間

庭の手入れに使われる道具をおおらかに収納する

前面道路との干渉地帯としての庭

大地と共同体をつなぐための 1 階の空間



土間

腰掛け
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平面図
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外壁：
スギ板縦張　w=120　t=15　WP
押し縁　24×30　WP
通気胴縁　15×45　＠607程度
透湿防水シート
構造用合板　t=12　木軸組
断熱材　GW　t=100
構造用合板　t=12　気密シート

柱:
スギ　240×240
難燃剤塗装

天井：
ケイ酸カルシウム板　t=8　EP
木軸組
断熱材　スタイロフォーム　t=100
構造用合板　t＝24　気密シート

斜材：
スギ　120×180
難燃剤塗装

勾配屋根：
ガルバリウム鋼板　t=0.4
堅はぜ葺き@335程度
アスファルトルーフィング23kg
構造用合板　t=24
通気垂木　45×90@303
アルミ箔
断熱材　GW　t=100
木軸組
気密シート

水切り：
ガルバリウム鋼板　t=0.4

水切り：
ガルバリウム鋼板　t=0.5

破風板：
ガルバリウム鋼板　t=0.4
平葺き@390程度
透湿防水シート
構造用合板　t=12
庇受け　45×60
木部　WP

棟換気ガラリ

天井：
PB　t=12.5　EP

天井：
小屋組現し　スギ　WP
構造用合板　t＝24　WP

床：
ラワン合板　w=450　t=12
クリアラッカー
下地合板　t=12

壁：
ラワン合板　t=6
棚部　WP
上部　EP　

柱：
スギ　　240×240　WP

棚：
シナランバーコア　t=24　WP

太陽光パネル

基礎：
基礎立上りコンクリート
金ゴテ均シ
浸透型コンクリート表面強化材塗布

砕石敷きPC平板 砕石敷き

GL±0

最高高さGL+8240

最高軒高GL+5040

2FL　GL+2541

梁：
スギ　2-105×240　WP

St-PL　t=30
ボルト　M24
防錆塗装

St-PL　t=9
ビス　2-M8　@100
防錆塗装

広間西室 東室

土間

3640 2730

9100

2730

水切り：
ガルバリウム鋼板　t=0.4

破風板：
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　t=0.4
堅はぜ葺き@335程度
透湿防水シート
構造用合板　t=12　WP

陸屋根：
ガルバリウム鋼板　t=0.4
堅はぜ葺き@335程度
アスファルトルーフィング23kg
下地合板　t=12　勾配下地
アルミ箔
断熱材　GW　t=100
木下地　気密シート

破風：
スギ　90×60
WP
軒天：
構造用合板　t=24　WP

天井：
PB　t=12.5　EP
木下地

腰掛け：
スギ　40×120
木下地　90×90
難燃剤塗装

床:
溶融亜鉛メッキ鋼板　t=0.5
平葺き@390程度
アスファルトルーフィング23kg
耐水合板　t=12
木軸組

ササラ：
St　溝形鋼　200×90
溶融亜鉛メッキ

手摺：
St 27.2Φ
溶融亜鉛メッキ

階段柱：
St　角鋼管　75×125
溶融亜鉛メッキ

壁:
ケイ酸カルシウム板　t=6　VP
構造用合板　t=12
木下地
断熱材　t=60

エアコン

矢切格子：
スギ　45×90@55　WP

広間縁 主室

土間腰掛け

南北断面図 東西断面図

断面図



架構部材構成図

ボルト M24

ボルト M27

ワッシャー 48φ

斜材 120×180

スチールプレート t=9 w=75

スチールプレート t=30 w=75

柱 240×240

ナット

ワッシャー 54φ
ナット



最新のプレカット技術 柱と斜材はボルトによって連結される 斜材は上方に伸びてそのまま切り妻屋根をつくる

内外をまたぐように有機的に斜材が軸組を補強する 1 階土間　240mm 角の柱と梁を 120×180mm の斜材が補強する 2 階　斜材が空間に現れるが人が通ることができる

施工写真



竣 工 写 真
撮影：小川重雄



田園から高床の家を見る撮影：小川重雄



撮影：小川重雄 南側外観



撮影：小川重雄 1 階柱まわり架構詳細



撮影：小川重雄 1 階土間から南側の田園を望む



撮影：小川重雄 敷地南側から 2 階縁を見上げる



撮影：小川重雄 2 階縁



撮影：小川重雄 2 階主室から広間を見る



撮影：小川重雄 2 階西室から広間を見る



撮影：小川重雄 2 階広間から台所を見る



撮影：小川重雄 2 階主室



撮影：小川重雄 2 階寝室



内部仕上げ
　　　　台所　　床　　　　ラワン合板 t=12mm　クリアラッカー　
　　　　　　　　壁　　　　PB t=12 .5mm　EP　ステンレスバイブレーション
　　　　　　　　天井　　　PB t=12 .5mm　EP
　　　　　　　　厨房機器　ガスコンロ／ノーリツ　
　　　　　　　　換気扇　　渡辺製作所
　　　　　　　　建築金物　シンク水栓金物／ハンズグローエ
　　　　風呂　　床壁天井　FRP 防水　t=3　
　　　　　　　　家具　　　シナランバーコア　t=24　OP
　　　　　　　　バスタブ　TOTO
　　　　　　　　シャワー　水栓金物／ハンズグローエ　
　　　　洗面　　便器　　　LIXIL
　　　　　　　　洗面　　　セラ・トレーディング
　　　　　　　　洗面用水栓金物　ハンズグローエ

　　　　主室、広間、西室、東室、寝室
　　　　　　　　床　　　　ラワン合板 t=12mm　クリアラッカー
　　　　　　　　壁　　　　ラワン合板 t=6mm　WP（大阪塗料工業）、EP
　　　　　　　　天井　　　架構、構造用合板現し
　　　　　　　　家具　　　シナランバーコア　t=24　WP（大阪塗料工業）
　　　　納戸　　床　　　　ラワン合板 t=12mm　クリアラッカー
　　　　　　　　壁　　　　ラワン合板 t=6mm　WP（大阪塗料工業）
　　　　　　　　天井　　　構造用合板現し
　　　　　　　　家具　　　シナランバーコア　t=24　WP（大阪塗料工業）

設備システム　　空調　　　暖房方式／ルームエアコン方式
　　　　　　　　冷房方式　ルームエアコン方式
　　　　　　　　その他　　床下ルームエアコン方式
　　　　　　　　換気方式　第 3 種換気
　　　　　　　　給水方式　公共上水道直結方式
　　　　　　　　排水方式　浄化槽
　　　　　　　　給湯方式　ガス給湯式

概要

名称　　　　　　高床の家
所在地　　　　　茨城県
主要用途　　　　専用住宅

設計監理　建築　福島加津也＋中谷礼仁／ 千年村プロジェクト
　　　　　　　　／福島加津也＋冨永祥子建築設計事務所／福島加津也、金田雄太
　　　　　構造　山田憲明構造設計事務所／山田憲明、赤阪健太郎　
　　　　　設備　東京都市大学／中川純
　　　　　施工　渡辺建工／渡辺哲也、斉藤剛　

規模　敷地面積　342.17 ㎡
　　　建築面積　82.81 ㎡
　　　延床面積　82.81 ㎡
　　　階数　　　地上 2 階
　　　最高高さ　8.41m

構造　主体構造　木造
　　　杭・基礎　直接基礎＋地盤補強

工程　設計期間　2018 年 8 月～2020 年 4 月
　　　施工期間　2020 年 9 月～2021 年 3 月

敷地　地域地区　市街化調整区域　区域指定制度
　　　道路幅員　東　17.6m　南　16.1m　　
　　　駐車台数　1 台

外部仕上げ　
　　　　屋根　　ガルバリウム鋼板　t=0.4mm　立ハゼ葺き　（セキノ興産）
　　　　外壁　　杉板　t=15　w=90　WP（オスモ）
　　　　開口部　アルミ製建具 (LIXIL)、パイプカーテンゲート（横引シャッター）
　　　　木架構　杉　難燃性塗料（キャピタルペイント）
　　　　外構　　砕石敷き、土


